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に支配され，XX は雌に XY は雄となる。雄型生殖巣
（XY）の支持細胞において Y染色体上から一過性に発
現する SRYが雄への性分化を決定する。マウスでは，



























































検出（2 fold changeおよびModerated t-test, p＜0.05）
した結果，651 個の雌特異的発現遺伝子群（Female
specific expressed genes : FSGs）および 428個の雄特




























された。そこで C1 Single-Cell Auto Prep Systemを用




















および Cyc1 や Common apoptosis effector である

















































ために GO解析を行った結果，E13.5 XYsry-雌性 PGCs
において Up-regulated genesとして検出された遺伝子
群には，「Wnt receptor signalling pathway」および
「Cell death」などの term が濃縮されており，Down-

















































ヒトにおける性分化疾患（disorders of sex develop-
ment, DSDs）の発症機構の理解にも役立つことが期待
される。
審査報告概要
坂下陽彦氏の論文では，哺乳類生殖細胞の性分化機構
の分子基盤を明らかにするため，1）生殖巣の性差が生
じた直後（妊娠 13.5日目）の雌雄マウス胎仔始原生殖
細胞のトランスクリプトーム解析が実施された。また，
2）Y染色体上の性決定遺伝子 Sryをゲノム編集により
欠失させた性転換 XY雌胚が作製され，表現型解析およ
び Sry欠損 XY雌始原生殖細胞におけるトランスクリ
プトーム解析が行われた。その結果，マウス胎仔の生殖
細胞では，雄では体細胞分裂期特有の遺伝子群が，雌で
はアポトーシス促進遺伝子群や減数分裂関連遺伝子群が
活性化しており，雌雄生殖細胞に特異的な発生プログラ
ムが転写レベルですでに起動していることが明らかにさ
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れた。さらに，Sry欠損性転換マウスでは完全な雌表現
型を呈するものの妊性を欠いており，顕著な卵母細胞の
衰退が不妊の原因であることが明らかにされた。さら
に，Sry欠損 XY始原生殖細胞では卵母細胞の発生プロ
グラムが惹起されているが，正常な XX始原生殖細胞の
遺伝子発現プロファイルとは異なり，機能的な卵母細胞
の分化が進行できないと結論づけた。
よって審査員一同は，これらの研究成果が，生殖細胞
の性分化機構を解明する一途になったと判断し，坂下陽
彦氏に博士（バイオサイエンス）の学位を授与する価値
があると判断した。
─ 30 ─
